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TayIorvsTheorem

A o､§ 、C- I3
Theorem

3階微分可能な関数f: (A,B)→Rがあるとします． このときα≠b
を満たすα,bE(A,B)に対してαとbの間にビが存在して

ご

州=抑)+ルル")+竿(‘-",．+'鞘‘-")。
が成立します．
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Proof

Proof関数F(")とG(")を

厩(麹)=抑)一八･)-ﾙﾙ-･)-il,-")', G(,"-")"
と定義すると、高階の導関数が

F'(")=f'(")-f'(Q)-f"(a)(勿一α), G'(")=3(錘一α)2

F''(")=f''(")-f''(a), G''(")=3!(勿一α）

F(3)(")=f(3)("), G(3)(")=31

と計算されます． このときMoreoverwehave

F(a)=F'(Q)=F''(a)=0, G(a)=G'(Q)=G"(a)=0
ー －

が成立します．
廷

一
》
一
一
蹄 f)Qe
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Proof(2)
Cl
L－－ﾄー_一一

Cヘ ､e-

用できてF(Q)=G( ） ＝0が成立し ､ら, Cauchyの定理が
○

ｊ
ｊ

ｂ
ｂく

Ｆ
Ｇ

目＝＝
一
一

･

§αとbの間に存在します．

:G'(Q)=_Q が成立します力1_E

を満たすC1

次にF'(α）
､ 用できて

灘

y
｜
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蜜'"'い’C1
G'(c')-

の間に存在しま､aを満たすC2 と C
I
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"*にﾉｰ 、 ＃忠_Proof(3) ' '｢瀞#f " . &熱＆、-嶢;j;1i

G"(α)＝0を用いると、 CauChyが適用できて最後にF"(α） ■■■■■■■

。〃

F(3)(C3)F"(c2)
:＝＝

一

一

G(3)(C3)G''(c2)
、

を満たすC3がαと

ここでC3がbとaがbとα

C2の間に存在します。 くつ

、の間にあって
1一一一一 －手一

"1=""3) "T , 、
@3

5×
1、

f(6)-f(q)－ﾉ'(Q)(6-a)一等1(b－α)2 f(3)(@)

から

(b－α)3 3！

が導かれます。 』
一
一

Ｆ 一
一
一
一
一 ､OQG
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Example

f(t)=log(1+t)とすると LL= 1ゞ迄器=_{

=r¥r,'"(t)=-(,=,),"'{''(''=(,=,)'州=壷,'"(t)=-(,+職)2"'㈹(‘，=(,+‘)，
Tから ！'｡；イ

f(0)=0,f'(0)=1;f''(0)=-1 c乱飛入
が成立します． 3階のTaylorの定理を用いるとt(≠0)と0の間にcが
あって

2！

(1¥c)3t3
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才t七、＝｛・チ（(七℃）
t>-1
、‐′ 〆－1

℃

I’

－1 七C-･ O
ここで－1<cが成立することを用いると

●

１
’
３

1

3>0 (t>0)
可

●

１
－
３

<0 (t<0),
（

○
△0従って，不等式

log(1+t)薑-;t' (ｵ薑0)
を得ます．
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A cヘ § 6 13
Theorem

"階微分可能なr: (A,B)→"があ書…"≠‘鯛た、
(m,bE(A,B)に対してαとbの間にとが存在して
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